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序章 
Ⅰ.問題の所在 
敗戦から高度経済成長期社会に至る間、戦後女性の周縁化と主婦化に大きな影響を
及ぼした要因の一つに女性の住宅問題があったと考える。住いは、単に身体のシェル
ターある以上に、人が人として尊厳を保ち、自主独立を保ち自身のライフスタイルの
選択を可能にする生活の第一の足場である。 
女性の権利と解放を掲げた GHQ の婦人政策と、男女平等理念を骨子とする新憲法
とそれに準ずる民法は、女性の相続や経済的権利を保障したが、それらは戦後女性に
とり長く紙上のものに過ぎなかった。戦後社会は戦前を連続して依然男系長子相続を
社会慣行とし、女性の自立の基盤である経済的諸権利を無視し、戦後女性を家庭とい
う家族空間に取り残したまま高度経済成長社会へと向かったからである。 
無論敗戦直後の都市における住宅の逼迫は女性の住いを問題にする以前に、戦後家
族の緊急の問題ではあった。また戦後も依然確固たる経済的基盤を許されず、住まい
を自己決定する機会を持てなかった女性たちにも、生家あるいは婚家を自らの住宅と
する社会通念があった。ゆえに戦後女性に限らず女性の住宅問題はいつの時代も家族
の住宅問題と複雑に絡み合い、重層構造を成すのである。 
この戦後女性と家族の住宅問題は、戦後の極端な住宅不足と占領期に大量流入した
アメリカの家族家庭像と豊かな家庭イメージを受けて戦前の住宅概念から大きく変容
する。そこに民主主義啓蒙教化の役割を担った GHQ の占領期 CIE 民間情報教育局映
画と、ポスト占領期のアメリカ国務省による USIS 映画の様々な映像による国民生活
底辺への情報提供とアメリカナイゼ―ションの影響があったと考える。 
本論はこの二つの映画表象を分析対象に、このアメリカの占領期 7 年間、続く冷戦
期約 20 年間、ほぼ１/4 世紀にわたる国民生活の底辺で行われた映画計画の対日文化戦
略の歴史的意義を問い、映画という表象を通じてアメリカがどのように日本の戦後家
族の規範構築に関わり、その家族の舞台背景としていかにして住空間にジェンダーを
組み込んでいったかを問題とする。 
これらの映画表象は、豊かな海外の情報が自由に入手できるようになるずっと以前、
1946 年に始まり、占領期では延べ 15 億 3000 万人の観客を動員し、冷戦期では 1980
年代まで教育現場では利用され続けたのである。 
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住宅が家族の空間である以前に、人としてアイデンティティ確立にはなくてはなら
ない生活の場であることを先に述べた。特にその住宅を獲得する経済的手段から疎外
されてきた女性にとっては、いかなる方法にせよまず住宅という生活の場を手にする
ことが人生の重要な経営の一歩であったといえる。高度経済成長期に至って戦後女性
の多くは自己発現の基盤には不十分な仮の住空間に消費の主体・住宅の管理者として
位置付けられた。女性の戦後生活史はまさに安住の地としていかに生活の場すなわち
住宅を確保するかに集約されたといえる。この戦後女性と住宅の切り結びに大きな影
響を与えたのがアメリカ対外文化戦略の拠点 CIE/USIS 映画によるアメリカの豊かな
家庭生活の映像イメージであったと想定する。 
占領下で展開された GHQ/CIE 民間情報教育局映画の役割は、GHQ 戦後改革の先鋒
を担って敗戦国日本に民主主義啓蒙をはかり、合わせて民主的家族の創出を目論むも
のであった。だがこの民主主義啓蒙を大義としたアメリカの教育映画計画の背後には、
共産主義の浸透を防ぐという大きな対日文化戦略の課題が内包されていた。極言すれ
ば今大戦の軍事体制を支え、人的・物的両面での供給源となった農村の親米化を促進
することにあったといえる。当時日本の人口の大半を抱えた農村から戦後家族を再構
築する試みであり、国家構成の最小単位の家族から対共産主義の太平洋の防波堤を築
く戦略である。 
その最も分かり易い「眼で視る民主主義」としてアメリカの清潔で豊かな家庭生活
が紹介されたのである。このように映像による豊かな暮らしの視覚化と親米化は生活
に密着した家族の住宅映像から行われた。このアメリカによる家族と住空間表象に戦
後住空間のジェンダー性が明確となるのである。 
USIS 映画は占領期では CIE 映画と称されるがアメリカでは一貫して USIS 映画であ
る。ここでは占領期日本での展開と区別して以下に分類し、両映画を主たる分析対象
として、戦後日本における展開と活動からそのジェンダー性を再考する。 
 
1. GHQ/CIE 民間情報教育映画（1946 年～1952 年 ） 
2．USIS 教育映画（1952 年～1972 年） 
 
Ⅱ.先行研究 
これまで住空間研究の大方は、建築学領域と家族論領域から行われてきた。建築学
の分野では戦前では「同潤会」研究があり、農村や一般国民の住宅研究では戦後公団
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51C 型住宅に代表される西山夘三の｢食寝分離論｣や今和次郎の｢考現学｣などが挙げら
れる。今日ではこの両領域の境を越えて、上野千鶴子や西川祐子、海外ではアメリカ
のドロレス･ハイデンなどによる建築と家族論のコラボレーションが盛んとなる。 
しかし住宅問題の考察には今一つの検証領域がある。視覚表象の領域で、その事例
として占領期・冷戦期に実施されたアメリカの対外文化戦略としての教育映画政策が
あった。本論が試みた考察と検証はここに軸を置く。 
これまでこの CIE/USIS 映画の先行研究は、戦後日本に与えた影響の肯定的側面か
ら行われてきた。この意において CIE 映画研究は先ず教育史の領域から着手されてい
る。1980 年代における阿部彰の CIE 映画研究は戦後日本の視聴覚教育確立に大きな
貢献を果たした点を高く評価したものであった。同じ教育学分野家庭科教育の領域で
も柴静子により CIE 映画製作に関する検証が進められた。農村女性の生活改善に大き
く貢献した CIE 女性担当官の足跡を辿る研究である。しかしながら実質的には上記以
外 CIE/USIS 映画の本格研究はまだ行われておらずアメリカ本国でもその全容はおろ
かフィルム確保も定かとはなっていない。 
阿部･柴両研究から十数年を隔てアメリカの対外文化戦略の文脈で研究に着手した
のは、吉見俊哉と土屋由香である。2004 年日本における大量の CIE 映画フィルム発
見に伴い、吉見を中心とする東京大学情報学環研究グループが CIE 映画研究にスター
トした。現在ここでは政治･社会・経済・文化のあらゆる分野から超域的に検証が行わ
れつつある。しかし CIE/USIS 映画研究の現状はまだ緒に就いたばかりであるといえ
るだろう。 
 
Ⅲ.本論の先行研究における位置 
本論は先行研究では表象領域に位置し、教育学阿部彰による研究と東京大学情報学
環の対外文化戦略の文脈で行われた研究を依拠とする。これら先行研究ではCIE/USIS
映画の功績や戦略性分析の二つに重点が置かれ、今日ではアメリカの対外文化戦略分
析が研究の中心となる。  
これらの先行研究では受容者側の実態研究と各々の映画内容に関する詳細分析は行
われていない。この検証には表象の受容検証が困難であるという大きな障害が介在す
るためである。映画によるイメージがどのように人々に記憶され、また影響を及ぼし
たか、単なる観客数の集計では実証することが出来ない。 
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しかし映像の持つ最も大きな影響力が発揮される場は、人々の日々の生活に密着し
た表象領域にある。アメリカプロパガンダとして映画計画が実施され、膨大な人々が
これを受容した。これは確かな歴史的事実である。そして今日それら映像に見るアメ
リカの家庭生活によく似た生活を人々は普通に営んでいる。ここにその影響を考察す
る可能性があると想定する。 
本論はまずに占領下で展開された CIE/USIS 映画リストの全容をほぼ確定した。同
時にアメリカ公文書館に残る CIE フィルムを上回るタイトルとフィルムを地方視聴覚
ライブラリーその他に所在を確認する。 
以上の先行研究を踏まえた上で CIE/USIS 映画に展開される豊かなアメリカの家族
と住空間映像が戦後女性に与えた影響と戦後住空間ジェンダー生成の過程でどのよう
な役割を果たしたかを検証し、さらに戦後女性の積極的関与も含めて戦後家族と女性
が着地したこの豊かな住空間は、どのような女性周縁化の役割を果たすに至ったかを
考察する。本論は表象領域のみならずその概要解明にも USIS 映画検証ではこれまで
の諸研究に先行するものと考える。 
 
 
第一章 視覚化される民主主義―CIE 教育映画の検証  
この章では 1946 年～1952 年の CIE 映画活動概要を考察する。1946 年の始動から、
機材･組織･フィルム配布･映画内容と構成を時系列で検証する CIE 映画は当初アメリ
カ製作のフィルムだけでは十分な供給が賄えず、イギリスをはじめとする連合各国の
教育映画を登用する。中盤以降これに日本映画の製作を加える。 
映画活動の実際は各都道府県の視聴覚機関が実施したものであったが、全体は
GHQ/CIE の指令によって厳しく管理運営された。各上映会には詳細な報告義務とノ
ルマが課せられたが、占領期 CIE 映画はその映写機の略称から｢ナトコ｣映画と呼ばれ
るほど国民生活には得難い娯楽として定着した。娯楽に飢えた人々によってそのプロ
パガンダ性を超えて受容され歓迎されたのである。これにより「民主主義のセールス
マン」と称された CIE は日本の民主化にアメリカ文化戦略史上稀にみる成功を収めた
といわれている。この活動は GHQ の目指す封建的家族制度の早急な排除には達しな
かったが、農村では農地改革と合わせて日本の親米化に成功する。アメリカ公文書館
には占領期だけで延べ 15 億人以上の観客を動員したと文書記録がある。  
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この章では、映画活動の現場展開の状況を概観する。GHQ/CIE 側の活動は地方の
農山村僻地から国民生活の底辺に民主主義を定着させることが第一の目的であり、農
村に残る軍国主義的風潮を一掃し、合わせてその背後で軍事体制を支えてきた農村の
封建的家族制度にメスを入れる計画であった。まず農村の封建的家族制度の解体と排
除を問題とする。そこで農村生活の底辺に位置すると考えられた女性の解放を啓蒙の
主眼とし、生活改善の実際を指導する天然資源局との連携し、台所の改善を中心とす
る農村の生活改善普及活動から着手する。いわゆる「カマドの改善｣と呼ばれるもので
あった。戦後住空間の変容はこのカマドの改善にスタートする。CIE 映画で豊かなア
メリカの家庭生活や清潔な住宅イメージを受容した戦後女性はこの「カマドの改善」
を超えてそのはるか先、映像に見る豊かな住空間を眼差し、高度成長期にはこのアメ
リカの住宅に酷似する戦後住宅の原型を現出する。では CIE 映画ではどのようなイメ
ージの提示が行われたか、この章では 4 本の映像分析を精密に行う。 
戦後住空間が女性の為ではなく家族空間として変容し始める主因がこの映像群の示
す住宅イメージの提供にあると考え、戦後家族と女性をその豊かなアメリカの家族家
庭像に終息させる役割を果たしたと想定する。このアメリカの家庭生活を模倣した戦
後家族は占領期に続いて冷戦期にも消費の主体として大きな役割を担うからである。 
また冷戦期の USIA(文化広報庁)はこれらアメリカの家族映画の背後に夥しい反共
映画を登場させる。ここに強く親米化を打ち出した占領期民主主義の本質を考察する。
共産主義浸透の脅威も戦後家族の肖像を書き換える大きな要因ともなったからである。 
 
第二章 戦後住空間と家族のメディア・USIS 映画 
この章ではアメリカ国務省は CIE 教育映画のシステム・機材・戦略等を全て引き継
ぎ、冷戦期において戦後住空間と家族のメディアとして活躍した USIS 映画について
述べる。 
アメリカ広報文化庁(USIA)のもとで USIS 映画として再出発した USIS 映画は占領
下における日本民主化の歴史的成功を背景に、映画を対共産主義防衛の有効は手段と
みなし変動するアジアを含めて世界規模で活動を開始する。CIE 映画が提供した世界
の情報に加えて、アメリカは USIS 映画に最新の科学情報映画を都市の人々と境域現
場に投入し、1953 年に始まり、その受容は 1980 年代まで記録される。 
自由主義社会の結束を諮るこのアメリカ国務省によるこのプロパガンダ映画計画は
冷戦期におけるアメリカ対外文化戦略の要であった。この USIS 映画の発信した科学
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情報はポスト占領期の日本にも CIE 映画に劣らない影響を及ぼす。科学の発展による
豊かな生活を、表象として映像に視覚化し、戦後は終わったとする人々の気運に豊か
な生活への欲望をさらに喚起する。 
この章の分析では「USIS 映画目録」の検証に重点を置く。CIE 映画では受容者に
映画の全体を明らかにする目録は提示されていない。USIS 映画において初めて受容
者は純然たる任意の受容者としてフィルムの全容に触れることが出来た。この映画目
録は USIS 映画活動の 1970 年まで作成され、発行は 17 年間で計 8 冊におよぶ。USIS
映画の内容とアメリカの対外文化戦略の変化を知る重要な資料となると考える。 
本論ではこれら映画目録から CIE 及び USIS 映画フィルムの全国調査を実施した成
果を基にし、今日までほとんど明らかにされていなかった冷戦期 USIS フィルムリス
トの日本における全容を把握した。ここで USIS 映画にはその後の世界経済で重要な
位置を占める多国籍企業と呼ばれる多くのアメリカ大企業がフィルムを提供している
事実が判明する。この資料を基にして USIS 期で配布された映画 4 本からの映像分析
を行う。 
映像分析には日本の受容動向を検証するため、受容者のアメリカへの視線として一
つに民放の海外取材番組を選択する。また冷戦期におけるアメリカからの視線として
占領期を冷戦期に継続する作品と企業プロモーション映画を作品分析に加える。 
この章では日本側の受容状況を伝えるものとしてこの章では数少ない USIS 映画の受
容動向を三つの新た資料から検証する。 
 
1. 琉米文化会館日誌記録 
2. 新潟県公文書刊所蔵・佐藤嘉市文書 
3. せんだいメディアテークに残存する図書カード 
4. 岡山視聴覚史 
 
以上 1.と 3.は筆者が調査段階で発見したもので、未公刊資料である。現在未整理で、
手付かずの状態で残存する。2.の新潟県公文書刊所蔵・佐藤嘉市文書は、占領期から
冷戦期を記録する貴重なこれも未公刊資料である。岡山視聴覚史は、USIS 映画と特
定はできないが、1960 年代冷戦期の教育現場 16ｍｍフィルム受容の実体が記録され
る。2010、11 年の筆者調査では残存する CIE/USIS フィルムを一番多く所蔵するのが
岡山視聴覚ライブラリー(現・三学ぱる)であった。残存状況は傍証に値するタイトル数
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と保存状態を維持している。USIS 受容の記録は正確には現時点で 1.～3.までのこの三
点のみである。これらの資料から見る日本の受容動向を再考する。 
 
第三章 戦後住空間のジェンダー ・家族と衛生 
この章では企業映画の USIS 映画への参入と USIA と大企業の映画におけるコラボ
レーションが戦後住空間と家族に及ぼした影響を考える。大企業が提供した企業のプ
ロモーション映画は USIA によって編集され、世界 80 か国に 41 言語で翻訳されて年
間延べ 5 億人の観客が動員されたという。日本も当然この中に含まれ、CIE/USIS 期
通算ではタイトル数で 1200 本を超えるフィルムが提供された。 
この時期の特筆すべき事項は、冷戦の激化に伴う宇宙開発の熾烈な競争と科学技術の
飛躍的発展によって、人々の暮らしに「科学」が登場したことにある。それらはこの
国家戦略に参画した各企業による科学情報映画の提供と USIS 映画との連帯に示され
る。ではこの企業提供の科学情報映画はどのような戦後家族と住空間を映像に作り出
したか。この問題を三章考察の中心とする。 
「人々の暮らしを変える科学の話」というナレーションで始められる『科学時報』
シリーズと関連する科学情報映画は USIS 映画の半数近くにのぼる。それらが提供す
る科学情報は、戦後家族の生活空間に表面的なモノの量や美で贖えない清潔の美を求
めてゆく。つまり身体の外部から内部へ、清潔と衛生はミクロの領域に達し、果てし
ない消費を勧奨するのである。単なる住空間の清潔と衛生を超え、家族身体の衛生へ
と消費を増幅させる。結果として USIS 期の科学情報映画の横溢は日本の高度経済成
長社会のモノの消費を拡大し、その後の衛生消費社会を生み出す契機を作ったことに
なる。個人の住宅消費は生涯獲得収入から見ると一見莫大だが永続するものではない。
衛生消費こそ少子高齢化社会の次世代消費を担う大きな領域なのである。 
この章では補論としてアメリカの親米化戦略の影響を受けこの流れに追髄した日本
メディアを参考事例として傍証に加える。中で今日まで大きな影響力を持った婦人生
活誌『暮らしの手帖』と住宅に関するアメリカへの憧憬イメージの継承に大きな力を
発揮した女児玩具、｢リカちゃん｣人形の住空間を取り上げた。この二つのメディアは、
横軸で同世代間のイメージの共有を可能にし、縦軸でその住宅表象を母子間に連続さ
せて戦後住空間のジェンダー構築に深く関与したと考える。 
 
終章 
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このような歴史的展開をしてきた CIE/USIS 映画による家族と住宅表象は、戦後家
族と女性をどこに着地させたかを再確認する。アメリカの占領期及び冷戦期における
対共産主義陣営への恐怖がその後のアメリカの対外文化戦略を決定づけるものであっ
た。戦後住空間のジェンダー化路線は戦後改革の開始以前にすでに予定されたもので
あったと考えねばならない。 
確かに法制上とはいえ戦後改革の初期活動を担った CIE ニューディール左派の活躍
は戦後女性の解放を一挙に実現した。その理念は CIE 映画の映像上に確認することが
出来る。しかし早くも占領初期にこれらの CIE 担当官たちが交代あるいは本国召還に
なると、USIA の映画政策は次第に初期理念を薄めてゆく。映像は豊かさへの憧憬を
住空間と消費に集約し、アメリカの中流家庭と家族の複製を親米化の根幹とする。そ
の先鋒が占領中期以降の CIE 映画と冷戦期 USIS 映画である。今日、日本の戦後家族
の住宅の原型はほとんどここにあるいえるだろう。すでに 1960 年代のアメリカでは
この中流家庭の増産によって消費を拡大し経済と社会の安定をはかる動向は、限界に
達し退潮の兆しを見せ始めていた。戦時ロージー達の主婦化を問題としたウーマン・
リヴの抬頭である。だが 1960 年代の日本社会は一億総中流と自称し、まだアメリカ
の豊かさを眼差していた。様々な映像記録に見る市井の人々の住空間はまだいたって
貧しく、人々の住宅願望は新しいジェンダー視点による運動の波を男女ともに看過し
たのである。住宅獲得の膨大な消費が戦後経済を押し上げた日本社会は 1980 年代ま
で変わらず右肩上がりの経済上昇を続ける。中産階級の抬頭とともに家族と住空間の
相関関係は USIS 映画計画の日本での活動終了以降も継続されたと考えてよいだろう。 
住宅バブルが 90 年代に崩壊してもなお日本におけるアメリカンドリーム現象は世
代間に継承されているといえる。日本の住宅は欧米のそれに比して耐用年数が極端に
短く、大都市近郊では現在も細分化された土地にミニ開発の住宅建設は続く。公共福
祉住宅を望めない戦後日本の住環境では住宅の需要が飽和状態に達しても低レベル低
価格の住宅供給は続くのである。 
消費が住宅の次に必要とした家族の維持管理に及ぶ身体の衛生消費であった。平均
寿命が高くなるにつれて人々の関心は次第に身体の健康と衛生に向かってゆく。少子
高齢化時代に対応できる省力で衛生を確保できる様々住設備や次々開発される機器が
必要とされる。電子機器、洗剤・サプリメントその他諸々の衛生消費である。 
占領期 CIE 映画の衛生は台所・食物摂取の衛生と便所すなわち排泄の衛生に終始し
たが、この基本概念は USIS 映画の科学映画の登場によって高次元へと高められてゆ
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く。人々の視線は眼に見える衛生消費から眼に見えない究極の衛生消費へ向かうので
ある。 
衛生とは清潔は食物摂取の口から排泄までをあらゆる消費で覆うものである。住宅消
費を勧めて高度成長期社会を実現したアメリカの豊かな暮らしの映像は、住空間はも
ちろん身体の外側から内部までを支配する究極の消費・衛生に行き着いたと考える。 
では再びそこに重複される戦後女性の住空間とはなんであったかが問われねばならな
い。高度経済成長期社会ではどのような美しい暮らしの生活空間が入手できても戦後
女性の存在は住空間と家族身体の衛生管理者であった。少子高齢化時代に入ると、食
事と排泄の世話を主体とする高齢者介護は、再びその住宅内ではほぼ女性の労働力に
位置づけられている。 
居住を確保するために受容した戦後女性の住空間は出発点からアメリカンドリーム
というイメージによる幻想であった。だが、このジェンダー化された戦後住空間は、
「豊かな暮らしと住い」と女性との共犯関係による所産であり、戦後女性はこの幻想
の住空間を獲得するために自主自立という最も大きな自由を喪失したのである。 
論文内容の要旨は以上の通りである。 
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